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日本フィル「被災地に音楽を」  

訪問コンサート レポート 第 47 号  

被災地支援の訪問演奏は、２０１１年４月からはじまり、２０２０年２月末で通算２９３回となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訪問地 

2019年 10月 2日 双葉郡葛尾村 会場：葛尾村立小中学校 体育館  

10月 3日 双葉郡富岡町 会場：富岡町立小中学校 富岡校 多目的ホール 

10月 4日 田村郡三春町 会場：三春交流館「まほら」 

訪問メンバー            

ヴァイオリン  九鬼明子／豊田早織  

ヴィオラ    高橋智史          

チェロ      山田智樹 

クラリネット  照沼夢輝   

 

発行：(公財)日本フィルハーモニー交響楽団  東京都杉並区梅里 1-6-1 TEL 03-5378-6311 



2011年6月から三春町には今回で6度目となり、葛尾村は2017年から3度目、富岡町には
2018年に続いて2度目の訪問となりました。それぞれ状況が異なり複雑化するなかですが、
継続して訪問することで顔が見える関係となり、コンサートのプログラムも相談しながら決
めています。主役は地域の子どもたち、そして大人の皆さんです。今回は演奏会の様子の一
部をご紹介いたします。 
 
10月2日 葛尾村立葛尾村幼稚園・小中学校、田村市立都路小学校、職員、地域の方約70名 
 
 双葉郡葛尾村には、2017年に村民会館を 

初めて訪れてから、今回で3回目を迎えます。

昨年の日本フィルの演奏に触発されたという

葛尾小学校高学年の児童が、学校の目の前に 

オープンした復興交流館あぜりあでクリスマ

ス・コンサートを開き、児童が司会を務める 

など初めての活動をしたそうです。 

また、昨年葛尾村に日本フィルが訪問したと

いう話を聞いた、葛尾村に隣接する田村市立都

路小学校から希望があり、今回は葛尾村幼稚園、

小・中学校と都路小の児童が一堂に会したコン

サートが実現しました。葛尾小中学校の児童 

生徒が、都路小の児童を元気に挨拶して迎えて

いる姿が印象的でした。 

楽器紹介コーナーではクラリネットを中心に紹介。曲に合わせて次々にクラリネット本体の低音

部分を取り外していく演奏に、子どもたちは口をあんぐり開けて驚きの表情！拍手喝采でした。ま

た、全員合唱の「パプリカ」では自然と体育館の広いスペースで歌って踊っての大合唱となりまし

た。 

体育館にはひときわ目を引く素敵なモザイク画のタペストリーがありました。葛尾村に帰った 

今の小学生は物心つく前で、村のことを知らないことが多いので町を歩きながら写真を撮り、地域

を知っていきながらモザイク画を制作したそうです。 

 
 
10月3日  富岡町立小中学校 富岡校の児童生徒、地域の方など 約80名 
 
昨年の富岡町文化交流センター学びの森での野外公演に続き、2度目の訪問となる富岡町。今回は

町の核となる富岡町立小中学校 富岡校でコンサートを開催しました。 

“プロの大人の姿を子どもに見てもらいたい”という町の考えで、限られた時間でしたがリハー

サルも公開、数名の生徒がリハーサルの様子を見守ってくれました。富岡町立小中学校 富岡校では

「プロフェッショナル・イン・スクール プロジェクト（通称：PinSプロジェクト）」として各界

のプロ、特にアーティスト、建築家、音楽家、職人などクリエイティブな職種の人が、「プロフェ

ッショナル転校生」として、教室を仕事場としながら子供達と学校生活を共にする機会を設けてい

るそうです。子どもたちは初めて会う演奏家にも積極的な様子でした。 

また町の希望で弦楽四重奏・クラリネット用に編曲された富岡町民歌「富岡わがまち」（4頁参照）

では小中学生から年配の方まで歌声が響き渡りました。3月14日に常磐線が全線開通するそうです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



10月4日 三春町立小学校全6校の3、4年生、富岡町立小中学校 三春校児童生徒、 
地域の方 約400名 

 
三春交流館まほらでの公演は201４年に始まり、今年で 

４度目を迎えました。音楽鑑賞教室として、三春町内の 

小学校全6校と、富岡町立小中学校 三春校が参加しています。 

三春町では毎年音楽発表会を開催しており、各校工夫に 

富んだ演奏を披露するそうです。今回何かステージで共演で

きないか相談したところ、コーディネーターを務めてくださ

る岩江小学校の遠藤校長からリコーダーなら一緒に演奏で

きないだろうかと提案があり、実現しました。各校の代表が

アメリカのポップ・ソング「パフ」を演奏し、弦楽器と合わ

さった美しい音色がホールに響き渡りました。指揮は三春町立中妻小学校の市川校長です。 

 

また、クラリネットの楽器紹介では演出の一部を遠藤校長にステージで協力いただくなど、先生

方にも出演いただき、客席とステージを繋ぐ架け橋となってくださいました。 

さらに嬉しい報告が。昨年三春町立御木沢小学校で行った富岡町立小中学校 三春校の児童生徒を

招いた合同コンサートがきっかけとなり、その後は体育など他の授業でも交流するようになったそ

うです。日本フィルを媒介とし、交流のきっかけとなってくれたらこんなに嬉しいことはありませ

ん。今後も皆さんの声に心を寄せながら活動を継続してまいりたいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇子どもたちから寄せられた感想 

・すてきな演奏ありがとうございました。とっても楽しかったです。指揮や楽器のことを教えてくだ

さってありがとうございました。私はラデツキー行進曲が心に残りました。 

・色々な音楽を聴かせていただきありがとうございました。またいつか聴きたいです。 

・すてきな音色を聴かせてくれてありがとうございます。最初に音楽を聴いたらすごくてびっくりし

ました。わたしも日本フィルさんたちみたいに楽器が上手になれたらいいなと思いました。 

・パプリカやビリーブの合しょうも楽しかったです。わたしはカノンが一番心に残りました。また聴き

たいです。 

・知っている曲もいろいろあったので楽しかったです。 

・クラリネットを分解しているのが楽しかったです。 

・色々な音楽や楽器をおぼえられたし、おもしろかったです。また来てください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆これまでの三春町、双葉郡の訪問記録 

2011年  6月 田園生活館（避難所）、町営体育館（避難所）、三春小学校 

2012年  3月 三春小学校 

2014年 1月 三春交流館「まほら」 

2017年 11月 恵下越復興住宅、葛尾村民会館、三春交流館「まほら」 

2018年 10月 富岡町文化交流センター学びの森、葛尾村小中学校、御木沢小学校（三春）、 

三春交流館「まほら」 

主催：(公財)日本フィルハーモニー交響楽団／富岡町教育委員会(10/3)  協力：三菱 UFJ ニコス株式会社 


